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北方圏農水産資源を用いたアクアポニックス生産基盤構築の模索 

 
１ 代表部局・研究統括者 

北海道大学農学研究院 実山 豊 
 

２ 研究目的 

北海道に特徴的な農水産資源を主に用い、北海道独自のアクアポニ

ックスによる食料生産の基盤構築モデルの作出を目指す。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  北方圏園芸作物における淡水・塩水アクアポニックスへの適正試験 

各種野菜の生長に対する魚類飼育水、根域温度や塩濃度の影響を調

査する。また微生物槽環境の適正化を模索する。 
（農学研究院 園芸学分野） 

 

②  北方圏水生動物における淡水・塩水アクアポニックスへの適正試験 

アクアポニックス系での冷水性魚類（サケ科、カレイ科）の飼育試験

を行い、生残率・成長程度・飼料効率を調査する。 
（水産科学研究院 育種生物学分野） 

    

４ 今年度の目標 

北方圏に特徴的な園芸作物と魚類を利用したアクアポニックス実験

系プラットフォームの構築とその基礎的知見の蓄積がなされるとと

もに、本系内での各生物の生育や肥育の程度が明らかとなる。 

 

５ 期待される効果・貢献 

作物と魚を同時に生産しうる本実験系の実用化は、低物質投入での

新しい食料生産オプションにつながる。化学農薬・肥料の使用量低減

や、CO2ゼロエミッション化の可能性を有する食料生産系としても期

待できる。 



北方圏農水産資源を用いたアクアポニックス生産基盤構築

○研究の目的（背景）
北海道で飼育・栽培される魚類・園芸作物
を組み合わせて用い、北海道独自の
「アクアポニックス*」による食糧生産の
基盤構築モデルの作出を目指す。

○研究内容（実施体制）
・北方圏園芸作物における淡水・塩水アクアポニックスへの適正試験

①各種野菜の生長に対する魚類飼育水、根域温度や塩濃度の影響を調査する。
②微生物槽環境の適正化を模索する。

・北方圏水生動物における淡水・塩水アクアポニックスへの適正試験
③アクアポニックス系での冷水性魚類（サケ科、カレイ科）の飼育試験を行い、
生残率・成長程度・飼料効率を調査する。

○今年度の目標
北方圏に特徴的な園芸作物と魚類を利用したアクアポニックス実験系プラ
ットフォームの構築とその基礎的知見の蓄積がなされるとともに、本実験
系内での各生物の生育や肥育の程度が明らかとなる。

○期待される効果・貢献

*魚類を飼育し、その飼育水を植物栽培に利活用する技術。
魚類から排出された物質を微生物が消化し、それを植物が
栄養素とする。
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作物と魚を同時に生産しうる
本実験系の実用化は、低物質
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を有する食料生産系としても
期待できる。
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